
名城大学外国語学部では、 
CLAB (Collaborative Learning Across 
Borders) と呼ばれる「国境を越えた協働学
修」をカリキュラムに取り入れています。学
生たちは普段の授業からICTを用いて海外の
大学生と英語で議論し、日本にいながら異文
化交流を図ります。

国際コラボ授業

名城大学外国語学部では、 
FSP (Future Skills Project) と呼ばれる
さまざまな企業とコラボした授業を1年次
の必修科目としています。それぞれの企業
が抱える実際の課題に対して解決策をチー
ムで提案する取り組みを通して、キャリア
意識と協働力が培われます。

企業コラボ授業

CLAB関連ページ→ FSP関連ページ→
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「サンデー毎日8月29日号」 (2021年8月17日発売) の「2021年学部
系統別実就職率ランキング〈大学通信調べ〉」で、名城大学外国語学部
は実就職率が95.7%で「文・人文・外国語系」の中で全国1位となりま
した。この実績を下支えしているのが、下記二つのコラボ授業です。

掲載関連ページ↓
2021年度学部系統別就職率全国1位



それは、�
総合⼤学の学部間連携が可能にする�
名城⼤学�外国語学部の

【副専攻修了学生の声より】 
■面接時に、自らの専攻＋αとして経営学を学ぶ、かつ高いGPAを維持する事に対し、
率直にお褒めの言葉を頂いた。また、そのような選択をした背景をしっかり説明した
事で、自分がどういう学生なのかがよく分かったと好印象でした。 

■面接時に、プラスで学んだことを高く評価してもらえました。外国語学部で学んだこ
とだけでなく、それも踏まえて経営学部で学べていることがわかると言われました。 

■なぜ副専攻をやろうと思ったのか聞かれることが多かったです。またどんなことを学
ぶのか聞かれることも多かったので、答えやすかったです。 

■まずは、副専攻という制度があることに驚かれていました。その次に、どうして副専
攻を取ろうとしたのか、大変ではなかったかとよく聞かれました。 

■面接官の方に興味をもっていただくことができました。「どういった分野を専攻して
いたのか」「どうして副専攻を履修しようと思ったのか」などを面接官の方から具体
的に質問をされたので、「未知の学問の世界へ挑戦していくチャレンジ精神」や「一つ
の学びだけでなく多方面で成長したいという向上心」などをキーワードにして、自分の
アピールポイントの拡大に繋げることができました。 

■その他：「興味を示してくださり、いろいろとお話を聞いてくださった」「いろんな
ことが学べるんですね、と言われました」「向上心があると評価して頂いた」など

就職企業からの関心も高まっています!

副専攻制度

       【副専攻修了学生の就職先より】 

・名鉄　                ・ヤマザキマザック 
・五洋海運　　  ・天野エンザイム　 
・東海理化           ・エン-ジャパン 
・JTB　　　       ・トヨタエンタプライズ　　 
・ゴムノナイキ  ・日東電工CSシステムズ 

【副専攻制度関連ページ】

学びのスタンダード
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観光学副専攻

他学部履修制度を利用し、

科目を履修する 科目を履修する

他学部の授業を受け、

もう一つの「学び」と「証」を

手に入れる。

経営学副専攻

他学部履修制度を利用し、



英語だけで満足ですか？ 
あなたは大学で何を学びたいですか？ 
英会話を上達させたい？TOEICの点数を上げたい？もちろん英語力は大
切ですが、名城大学外国語学部ではそれ以上を学びます。 
英語力×キャリア を、外国語学部では追求します。キャリアは人それぞ
れです。「経営学」を学んで世界のビジネスを動かす、「観光学」を学ん
でグローバルツーリズムを担う、M-Lineで学んで世界の空に羽ばたく。 
英語 にそれぞれの夢を掛け合わせて、無限の未来を実現しましょう。

副専攻で経営学／観光学を学ぶ

グローバルなビジネス環境で活躍する人
材になるためには、経営学の基礎知識は
不可欠です。外国語学部では、副専攻と
して、経営学を学ぶことで、将来のビジ
ネスキャリアの強みを育てます。

英語 × 経営学 
世界のビジネスを動かす力

英語 × 観光学 
グローバル・ツーリズムの即戦力
現代の観光ビジネスは、様々な関連業界
で成立しており、マーケットも世界へと
拡大しています。外国語学部では、副専
攻として観光学を学ぶことで、観光に関
わるキャリアの拡大を促します。

企業の生きた課題に取り組む

１年前期の必修科目「基礎演習
Ｉ」で、Future Skills Program 
に取り組みます。多様な企業の
協力のもと、実際にビジネスの
現場で抱える問題について、
チームで議論して提案を練り上
げます。 
現実社会の問題を解決する取り
組みを通して、社会で求められ
る力を実感し、４年間の学びを
充実させることを目指します。

企業の問題解決から 
実践力を身につける

M-CAPとM-Lineで航空業界で働く

名城大学では、全学部対象のエ
アライン就職サポートとして
M-CAPというプログラムが提
供されています。また学生主体
のエアライン研究グループの
M-Lineでは、仲間とともに学
び、エアライン業界で働くこと
を目指します。ＣＡやＧＳだけ
でなく、幅広い職種への進路実
績が生まれています。

仲間とともに 
航空業界で夢を叶える

「サンデー毎日　8月29日号」（2021年8月17日発売）の「2021年
学部系統別実就職率ランキング〈大学通信調べ〉」において、本学
の外国語学部は実就職率が95.7％で「文・人文・外国語系」におい
て、全国１位となりました。

2021年度学部系統別実就職率が全国１位

詳細は入試ガイド・ホームページをご覧ください2022年7月

名城大学外国語学部英語 × キャリア で 
世界に挑む



英語留学だけで十分ですか？ 
「大学生のあいだに留学したい」そう考える学生は多いです。
しかし、なんのために留学をするのでしょうか？ 
外国語学部では英語をツールと位置づけます。英語や第２、第
３の外国語を駆使して、世界という舞台で豊かなコミュニケー
ションを取るグローバルコミュニケーターを育てます。 
そのために、複数の留学制度や海外研修だけでなく、国内で
も外国語でのコミュニケーションを上達する取り組みを提供し
ています。 
世界に広がるキャンパスで、多様な機会を通じてコミュニケー
ションを磨き上げましょう。

セメスター留学、長期留学で磨く

原則、希望者全員が参加できる２年次
のセメスター留学では、英語圏の大学
に留学し、集中的に語学を学びます。
また一定の語学力・学力を満たせば、
長期留学にチャレンジすることも可能
です。 
一定の成績条件を満たす成績優秀者に
は、渡航費・居住費などをフルサポー
トします。

多彩な留学制度とサポートで 
世界に向かう

国際フィールドワークで磨く

３年次以降は国際フィールドワークや
海外インターンシップで再び海外への
挑戦が待っています。タイなどでの現
地調査を通して実証的な理解を深める
国際フィールドワークや、マレーシア
などでの企業体験を行う海外インター
ンシップにチャレンジすることで、英
語力を駆使して世界で活躍するきっか
けを掴みます。

学んだ英語を駆使して 
国際理解を深める

海外で磨く 日本で磨く

Global Plazaで磨く

Global Plaza は学内の英語空間です。
英語ネイティブ講師との会話で自然に
英語を学んだり、スピーキングブース
で発音練習をしたり、エンターテイメ
ントブースで海外のTVドラマや映画を
楽しんだり、使い方はあなた次第で
す。海外留学に行かなくても、キャン
パスのなかで英語にどっぷりと浸かっ
てください。

大学内の英語空間で 
英語学習を加速させる

CLABで磨く

インターネットを通じて、世界の大学
生と協働学修するプログラムが、
CLAB（Collaborative Learning 
Across Borders）です。オーストラリ
アやアメリカ、香港、タイ、マレーシ
アなど海外の大学生とグループワーク
やプレゼンテーションを行います。世
界で活躍するのに必要な主体性や積極
性を高める機会になるでしょう。

海外の大学生と 
オンラインで外国語を磨く

詳細は入試ガイド・ホームページをご覧ください2022年7月

名城大学外国語学部
世界と日本で 
コミュニケーションを磨く
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